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２．研究業績要旨（1,000 字以内）  

コレステロール（CHOL）代謝を制御する食環境因子について一貫して研究し、下記の新

規な成果を得た。 

 

[1]タンパク質・ペプチド・アミノ酸による CHOL代謝改善機能に関する研究 

(1)長い間仮説であった「血清 CHOL低減化ペプチド」を牛乳乳清タンパク質のβ-ラクト

グロブリンから世界で最初に発見し、ラクトスタチン（IIAEK）と命名した。ラクトスタ

チンの CHOL 代謝改善作用は肝臓の CHOL 分解に関与する CHOL 7α-水酸化酵素遺伝子の

調節を介するものであり、腸 CHOL吸収抑制も関与することを解明した。ラクトスタチン

の研究から、ヒト肝臓には Ca チャネル媒介型の MAP キナーゼ依存性新規 CHOL 分解調節

系が存在することを発見した。ラクトスタチンの発見により、外因性ペプチドの CHOL代

謝調節に関する新学問領域を開拓した。 

(2)大豆タンパク質・ペプチドは腸内で CHOLミセル溶解性の阻害を介する CHOL吸収抑制

により CHOL 代謝改善作用を発揮することを発見した。世界初の CHOL 吸収抑制ペプチド

（VAWWMY:ソイスタチンと命名）を大豆グリシニンから発見した。CHOL 吸収抑制ペプチ

ド（胆汁酸結合ペプチド）の網羅解析技術であるペプチドアレイによる新規評価系を構

築し、新規 CHOL吸収抑制ペプチドを発見した。リン脂質結合大豆ペプチドが顕著な CHOL

代謝改善作用を発揮することを動物実験・ヒト試験で証明し、特定保健用食品創成に成

功した。大豆β-コングリシニンα′サブユニットの CHOL 代謝改善作用を解析し、同成

分を含有する世界初の CHOL代謝改善米創成に成功した。 

(3)藍藻スピルリナのフィコシアニン、卵オボムチン、牛心臓由来ペプチドやシステイン 

等の CHOL代謝改善作用機構を解明した。 

(4)S-メチル L-システインスルホキシドの CHOL代謝改善作用を解析し、特定保健用食品

創成に貢献した。 

 

[2]CHOL代謝改善機能に関連する鍵分子や食品成分、特にポリフェノールに関する研究 

CHOL代謝改善機能に関与する HDLを構成するアポリポタンパク質 A-I・A-II及び LDL受

容体の遺伝子転写調節機構や、その調節成分である茶カテキンやレスベラトロールなど

のポリフェノールの作用機構を解明した。 

 

[3]食環境因子による CHOL代謝制御に関する研究 

PCBや DDTなどの生体異物やチロシンの高 CHOL血症生成機構を解明した。 
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   TAYLOR & FRANCIS GROUP, pp.42-67 (2006)  
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1. 長岡 利, 大豆由来新規オリゴペプチドのコレステロール代謝改善作用.  

   大豆たん白質研究, 16, 53-56（2013） 

 

2. 長岡 利, ペプチドアレイによる大豆タンパク質由来の新規疎水性胆汁酸結合ペプチド 

の網羅解析及び in vivoでの作用機構解析. 大豆たん白質研究, 14, 48-52（2011） 
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9. Kanamaru, Y., Ozeki, M., Nagaoka, S., Kuzuya, Y. and Niki, R.: Ultrafiltration and 
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   colostrum IgG subclass molecules.  Res. Bull. Fac. Agr. Gifu Univ. 57, 175-180 (1992) 

 

14. Kanamaru, Y., Nagaoka, S. and Kuzuya, Y.: Preparation of various IgG fraction from  
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   immunoglobulin G to immobilized bacterial Fc receptors. 
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（3）過去 5年間の本学会での活動状況 

①日本栄養食糧学会本部・支部役員 

日本栄養食糧学会・本部評議員、支部評議員 2010年 

日本栄養食糧学会・本部評議員、支部評議員 2011年 8月 31日まで。 

日本栄養食糧学会・代議員、支部参与     2011年 9月 1日〜現在。 

日本栄養食糧学会中部支部 庶務幹事 2010年 4月〜2012年 3月。  

日本栄養食糧学会中部支部 副支部長 2014年 4月〜現在。 

 

②日本栄養食糧学会誌編集委員 2008年 4月〜2012年 3月。  

 

③Journal of Nutritional Science and Vitaminology 編集委員 2013年 4月〜現在。 
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④日本栄養食糧学会 栄養食糧学会用語辞典委員会委員 2014年 4月〜現在。 

 

⑤ACN 2015 Proceedings 編集 WG 委員 2014年 4月〜現在。 

 

 

⑥日本栄養食糧学会シンポジウム関係 

(1)第 61回日本栄養食糧学会・中部支部会シンポジウムオーガナイザー 「ペプチドが拓く 

  健康科学の新しい世界」(2011年) 

(2)第 67回日本栄養食糧学会シンポジウムのオーガナイザー 「ペプチドが拓く健康科学の 

   新しい世界」(2013年) 

(3)第 67回日本栄養食糧学会シンポジウム「ペプチドが拓く健康科学の新しい世界」 

   のシンポジスト.「脂質代謝改善ペプチド」(2013年) 
 

⑦日本栄養食糧学会大会講演・座長 

(1) 第 64回 日本栄養食糧学会大会講演・座長（2010年） 

(2) 第 65回 日本栄養食糧学会大会講演・座長（2011年） 

(3) 第 66回 日本栄養食糧学会大会講演・座長（2012年） 

(4) 第 67回 日本栄養食糧学会大会講演・座長（2013年） 

(5) 第 68回 日本栄養食糧学会大会講演・座長（2014年） 

 

 

（４） 特記事項 

1.1996年 社団法人・日本栄養食糧学会奨励賞受賞 

  食品成分および生体異物によるコレステロール代謝制御に関する研究. 

     

2.2005年 社団法人・日本農芸化学会農芸化学研究企画賞受賞 

  ペプチドの媒介する新規脂質代謝調節系の解明を基盤にした革新的脂質代謝改善食品素材 

を含む革新技術の創成. 

 

3.2005年 文部科学大臣表彰・科学技術賞（研究部門）受賞  

 新しいコレステロール低減化ペプチドに関する研究 

 

4.2012年 岐阜大学職員表彰（研究教育で格段に優れている） 

 


